
平成３０年度財政援助団体等監査結果報告書 

 

第１  監査の種類 

 

   地方自治法第１９９条第７項の規定による財政援助団体等監査 

 

第２ 監査の対象団体 

 

団体名 所管部課名 補助金 金 額 

社会福祉法人 

土浦市社会福祉協議会 

保健福祉部 

社会福祉課 

当初交付額 １５１，５３４，０００円 

返還額 １２，９０２，０５２円 

補助金額 １３８，６３１，９４８円 

保健福祉部 

高齢福祉課 

当初交付額 １０，３０７，０００円 

返還額 ６，１６１，３４６円 

補助金額 ４，１４５，６５４円 

公益社団法人 

土浦市シルバー人材センター 

保健福祉部 

高齢福祉課 

当初交付額 １０，９７８，０００円 

返還額 ０円 

補助金額 １０，９７８，０００円 

 

第３ 監査の対象範囲 

 

   平成２９年度において，市が補助金等の財政的援助を与えているものの出納その他

の事務の執行で，当該財政的援助に係るもの。 

 

第４ 監査の着眼点 

 

 １ 事業計画書，予算書及び決算諸表等と所管部課へ提出した補助金等の交付申請書，

実績報告等は符合するか。 

 ２ 補助金等交付申請書の提出及び補助金等の請求，受領は適時に行われているか。 

 ３ 事業は，計画及び交付条件に従って実施され，十分効果が上げられているか。また，

補助金等が補助対象事業以外に流用されていないか。 

 ４ 出納関係帳票等の整備，記帳は適正になされているか。また，領収書等の証拠書類

の整備，保存は適切か。 

 ５ 補助金等に係る収支の合計経理は適正か。 

 ６ 補助金等の執行に関し，内部統制は有効に機能しているか。 

 ７ 精算報告は適正に行われているか。また，精算に伴う返還金の返還時期等は適切か。 

 ８ 財産の処分制限がある場合に，これに違反するものはないか。 

 ９ 現金や預金通帳，銀行印等の管理体制は適切か。 

１０ 損失補償及び債務保証に係る借入金の返済状況は適切か。 

１１ 団体の監査役や監事は，独立性が確保され，有効に機能しているか。 

 



第５ 監査の主な実施内容 

 

   監査の対象事務が，法令，補助目的等に基づいて適正かつ効率的に執行されている

かどうかについて検証するため，事前監査においては，各対象団体に赴き，監査の着

眼点に基づき関係帳簿，証書類等の確認，照合等を行った後，当該団体職員へのヒア

リングを実施した。本監査においては，対象団体職員及び保健福祉部長の出席を求め，

提出資料に基づき当該団体の事務局長等から説明を受けた後，質疑応答による監査を

実施した。 

 

第６ 監査の実施期間 

 

   平成３０年５月１４日から平成３０年５月３１日まで 

 

第７ 監査の結果 

 

 １ 社会福祉法人土浦市社会福祉協議会 

 

   補助金に係る出納その他の事務の執行状況については，一部の軽微な事項を除き，

適正に処理されていると認められた。今後も，現金，通帳，印章等の適切な管理はも

とより，各種事務の適正な処理に当たられたい。 

   なお，指摘事項（監査の結果であって，監査委員が直ちに改善を要すると判断し，

措置を求めるものをいう。）及び意見（監査の結果の他，組織及び運営の合理化に資す

るために，監査委員が特に言及することが必要と判断するものをいう。）については，

次のとおりである。 

 

 （１）指摘事項 

 

  特に指摘すべき事項は認められなかった。 

 

 （２）意見 

 

   ① ボランティアセンターで開催する学習会のプログラムの中に，受講者数が少な

い講座が一部見受けられた。学習会で実施している講座は，点字・点訳，手話，

要約筆記など，専門性の高いボランティアの養成に寄与するものであることから，

募集方法や開催時期等を再検討するなど，引き続き受講者数の確保に向けた取組

の実施に努められたい。 

 

② 業務委託契約において業務完了検査を実施していないとのことであるが，社会

福祉法人土浦市社会福祉協議会経理規程第７７条第１項においては，契約書に記



載しなければならない事項として「監査及び検査」とあり，「ただし，契約の性

質又は目的により該当のない事項については，この限りでない。」という例外を

認める規定が存在するものの，基本的には業務完了検査の実施を予定しているも

のではないかと考える。適正な契約の履行はもとより，業務仕様書に基づく委託

業務の成果の品質の確保及びリスク管理の一環として，検査体制の確立を検討さ

れたい。 

 

 ２ 公益社団法人土浦市シルバー人材センター 

 

補助金に係る出納その他の事務の執行状況については，一部の軽微な事項を除き，

適正に処理されていると認められた。今後も，現金，通帳，印章等の適切な管理はも

とより，各種事務の適正な処理に当たられたい。 

 なお，指摘事項（監査の結果であって，監査委員が直ちに改善を要すると判断し，

措置を求めるものをいう。）及び意見（監査の結果の他，組織及び運営の合理化に資す

るために，監査委員が特に言及することが必要と判断するものをいう。）については，

次のとおりである。 

 

 （１）指摘事項 

 

  特に指摘すべき事項は認められなかった。 

 

 （２）意見 

 

   ① 年度当初の資金不足に備えるため，５００万円の借入れを行っているところで

あるが，より経営を安定させるためにも，補助金の概算払の金額や時期について

所管部課と協議されたい。 

 

② 当該団体においては契約・検査に関する規程が存在せず，業務委託契約の完了

検査を実施していないとのことであるが，適正な契約の履行はもとより，業務仕

様書に基づく委託業務の成果の品質の確保及びリスク管理の一環として，検査体

制の確立を検討されたい。また，経済性の確保の観点から，見積り合わせが可能

な案件については，その実施を検討されたい。 


